
例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とちぎ市民活動推進センターくらら

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙   2013 年 10 月 Vol.96 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132
E - m a i l  k u r a r a - t o c h i g i @ c c 9 . n e . j p

URL http://www.cc9.ne.jp/~kurara-tochigi  

10 月 27 日（日）9:00～16:00 栃木市総合運動公園 

 

【オープニング】岩舟武蔵太鼓【キッズワーク】子どもと 

大人の学びあい！お店でお仕事体験♪【子育てのエリア】親

子の絆をより深くつなげる！ジオラマ・昔あそび・子育てサ

ロン東北応援グッズ販売【地域のエリア】食で地域を 

つなげよう！協働まつり限定スイーツ『キョードロール』販売【スポーツのエリア】夢に向かってチャレンジ

JC カップサッカー大会・ウーヴァ FC によるスペシャルイベント・蔵の街学童軟式野球大会・テニス交流会

【協働推進室】ふるさと栃木の良さを伝える『栃守詩（とちもりうた）』展   親子チャレラン【ステージの

エリア】新生栃木市の文化・芸能を知り地域を一つにつなげよう！【物販のエリア】飲食物・物品販売・ 

企業 PR 等【エンディング】歌う海賊団ッ！協働サポートステッカーはくららにあります！（1 枚 500 円）

【くららのエリア】はメイン体育館！市民活動団体による活動紹介＆体験 高校生の小論文コンクール 
 

くららのエリア出展団体■障がい者の一人暮らしを考える会×栃木障害者の自立をめざす会【パネル展示・ 

映画紹介・駄菓子や・広報活動】■自立援助ホームマルコの家【映像でのプロモーション・活動紹介】■ハー

モニー【みんなで折り紙】■ワールドマリー【拝啓 2030 年の自分へ・展示】■太平山麓九条の会【憲法に

ついて知り、考えよう】■（社副）あゆみ園【活動紹介】■あそびの学校【おもちゃを 

作ろう】■こくら工房【バルーンアート】■栃木市中途失聴難聴者協会×パソコン要約 

筆記サークル“さくらんぼ”【デモンストレーション・活動紹介・ 

指文字】■グリーンレイク・カヌー教室【休憩コーナー・活動紹介】 

■NPO 法人栃木県シニアセンター【iPad 体験】■NPO 法人海がめ【活動紹介】 

■ネットワークとちぎ【｢歌麿と栃木｣展示】■頬笑みの会【地域の茶の間】■学悠館 

高校 JRC 部【活動紹介】 10 月 27 日はみんなで栃木市総合運動公園に GO！GO！ 

 
 

9 月 14 日（土）10:00 からの大掃除！ 

くららの窓や床、天井の換気扇、建物周りの除草

など、総勢 40 名で取り組みました。 

差し入れもありがとうございました。 

終わった後は、どこもかしこもピッカピカ☆☆ 

窓ガラスと、皆さんの笑顔が輝いていました！ 

ありがとうございました！ 

利用者協議会主催 

交流会のあとに行われた避難訓練では、皆さん、とてもスムーズな流れで行動できました。「もしもの 

ときにも今日のように笑顔で！」とセンター長のお話がありました。ご協力有難うございました。 

※写真は昨年のようす 
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登録 No 団体名 活動内容 

443 
特定非営利活動法人  

自然と人間の森おおひら 
ものづくり、たべものづくり、体験活動の実施 里山の整備 

444 西方ビレッジ 
①イベント等を通し、にしかた町を内外へアピール②多種多様な営業力を 
生かして、更なる発展③にしかたブランドの確立・創造④世界にチャレンジ
…製造・販売の活路を見出す。 

445 映画をみる会 自分たちで企画して、みたい映画をみる。 

 

第   153 回  9 月 8 日（日）15:00～16:00  

大波 龍郷さん・中村 純さん・後藤 洋平さん（マチナカプロジェクト） 

「歴史的建物・空き家・地元産業の担い手・支え手を育むプロジェクト」 

※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。

第 154 回  9 月 19 日（木）19:00～20:00 和賀井 優子さん 

「ガンと仕事と生活と…」 

 

・・・・どなたでも参加できます！興味のある回からお気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？・・・・

■10 月 10 日（木）19:00～20:00 福田 法華さん（読み書き堂）「本でつなぐ街とひと」 

■10 月 19 日（土）14:00～15:00 小田 文裕さん「マルコの家の後援会のこと」 

■11 月 9 日（土）14:00～15:00 昭和 45 年 3 年 7 組「栃高生白書をもう一度」 

■11 月 19 日（火）14:00～15:00 茶話サロン“なでしこ”鮎田洋子さん 

          「6 月から西方町で始めた、地域の高齢者の茶話サロンのお話」 

くららで話そ！ これからの予定 

2040 年の栃木市の人口は、約 10 万人まで減少するという推計が出ています。 

子ども・若者が約 4 割減り、高齢化率は 40%に近づきます。守り伝えてきた歴史 

ある町並みや農村景観、代々続けてきた 

産業は、空き家・耕作放棄地の増加、後継 

者不足という課題にすでに直面しています。 

若者が地元で働き、暮らしやすい環境をつくるための空き家活用や、

県外在住の出身者も地元の支え手になれる仕組みの提案、歴史的建物

の維持管理を支える取り組みなどについて話し合いました。 

･日 時 10 月 20 日（日）10:00～15:00 

･会 場 茶話サロン“なでしこ”（西方町金崎 340-1） 

･内 容 秋の味覚を楽しもう・試食会と健康体操 

･問合せ ☎0282-92-2233（鮎田） 

久保亜未 福田倫子 奥村琳 青木孝之 
･日 時 10 月 27 日（日）14:00 開演 

･会 場 西方音楽館 木洩れ陽ホール 

♬チケット 大人 2,500 円 小人 1,500 円 

※全席自由（70 席 要予約） 
 

･予約・問合せ ☎0282-92-2815（中新井）

▲日 程 （時間 14:00～16:00） 

①11／2（土）「憲法と山本有三」福原進氏 

②11／9（土）「『濁流』の周辺」武藤康史氏 

▲会 場 栃木市栃木図書館会議室 

▲受講料 1,000 円（資料代・初日に集金） 

▲募集定員 40 名（先着順）10 月末日申込み締切 
▲申込み・問合せ ☎0282-22-8805 

（山本有三ふるさと記念館） 

お待ちして

います！ 
 

第 13 回 
文学講座 

栃木市市民活動推進事業“とちぎ夢ファーレ” 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 報告

第 11 回 
コンサート 

日 時 11 月 2 日（土）・3 日（日） 
９:30～12:00 受付 ※要申込み 

会 場 蔵の街ギャラリー煌 hikari 
参加費 1,000 円（着物一式貸し出し、着付け） 
問合せ ☎0282-23-3403（森戸） 

日 時 10 月 30 日（水）16:00～19:00 
会 場 とちぎ市民活動推進センターくらら 
内 容 絵本タイム／ゲームとハロウィーン工作 

／英語の歌と踊りと手遊び／お菓子パーティ 
対 象 幼児（保護者同伴）～大人 
参加費 無料 
持ち物 お菓子 1 袋・自分の飲み物 
申込み ☎080-5676-8477（田村） 

e-mail yoshikotam238@ezweb.ne.jp 

ご家族が病気になり、検査入院。2011 年 3 月にがんと判明し、病気とたたかっていた

一年でした。転職を考えて離職していた時期だったので、先行きのことなど、いろいろと

思うところがあったそうです。ちょうど同じ時期に知り合いの方が、やはりがんになり、 

日 時 10 月 19 日（土）10:00～15:00 
会 場 栃木市栃木文化会館大会議室 
内 容 ジオラマ／おもちゃの病院／ボーリング 

大会／チョロ Q／昔遊び    ※参加費 無料 
問合せ ☎0282-24-9833（石河） 

■日 時 10 月 18 日（金）①15:00 ②18:50 

17:10～足利事件・菅家利和氏のお話  

17:30～ジャーナリスト・江川紹子氏のお話 

■会 場 栃木市栃木文化会館小ホール 

■チケット 前売 1,200 円  当日 1,300 円 

■問合せ ☎0282-24-4581（堀江） 

★日 時 10 月 20 日（日）15:00 開演 
★会 場 栃木市国府公民館 
★チケット 2,500 円 

【ことばのワークショップ】 

☆日 時 10 月 14 日（祝）①10:00 ②13:30

☆会 場 栃木市国府公民館 ※各回40名（要予約）

☆問合せ ･0282-22-7062 

リストラされて悩んでいるのを見て、この現状を 

なんとかしたいと考えるようになりました。県内の患者の会と、趣旨に 

賛同する企業や団体と協力して、平成 25 年 11 月 10 日（日）13:00～

16:40、とちぎ健康の森にて、「第 1 回 がん患者集会とちぎ」を開催 

する運びとなりました。がんになっても安心して人生を送れる社会の 

実現に向けて、皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。 

がんに関心のある方のご参加をお待ちしています。 

9／28（土）、5 団体が参加。 

「こんな感じ、いいんじゃない」 

「この柄はどう？」「あら、これ可愛い」…みんなで「あ～でもない、こ～でもない（笑）」 

早く終わったところが、他の団体を手伝ったり…終始和気あいあいの雰囲気で、すてきな 

パネルができあがりました！ 

 

『百聞は一見に如かず』 

団体の情報発信ツール 

として、どんどん活用 

しましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 

栃木市役所玄関ラック・各総合支所・各公民館・各図書館・ 
各文化会館・とちぎ蔵の街美術館・とちぎ山車会館・ 
各児童館・各老人福祉センター・市民会館・各商工会（議所）・とちぎ 
蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉センター・地域子育
て支援センター・ファミリーサポートセンター・シルバー大学校・総合体
育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・県内外の市民活動センター、
ボランティアセンター・市内協力店・くららカウンター 
 

※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 
        URL http://www.kurara-tochigi.org 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介）※原稿をお待ちしています！

※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。

 
くららの駐車場は１０台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 
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「あまちゃん」笑って泣いて楽しかった！「あしたもあさっても来年もある。来年はここから先にも行けるんだ！」
んだんだ！その通り！さらに「楽天」！よくやった！！東北はこれからもっと、もっと進んでいく！応援あるのみだ！
夏の疲れもなんのその。神様が会議で出雲地方に集まっている間に大忙しの 10 月。まちなかイベントに繰り出そう！

平成 24 年 7 月に栃木市嘉右衛門町が重要伝統的建造物群保存地区に選定されました。 

20 年以上にわたり、歴史的町並みの保存に取り組んできた住民の努力と、景観まちづくりを支援して 

きた行政の施策による成果です。そしてもう１つ欠かせないのは、伝統技術を受け継ぎながら、歴史ある 

建物の修理に携わってきた職人の存在です。「とちぎ蔵の街職人塾」は、大工・左官・瓦などの職人や 

建築士・木材業者らが、伝統技術の研究・継承、後継者の育成を目的に活動しています。 

「とちぎ蔵の街職人塾」で修理を進めている岡田記念館で、9 月 14 日(土)に 

土壁塗り体験が実施されました。修理現場を公開し、親子や若者も参加できる 

ことで、次世代の担い手育成と町並みをみんなで守り伝えていくことを目的と 

した企画です。所有者の理解を得て、住民による町並み保存団体「栃木の例幣使 

街道を考える会」と、小山工業高等専門学校が主体の「伝統的建造物群保存地区 

における総合防災事業の開発」プロジェクト（安全 

安心な歴史まちづくりプロジェクト）が協力して実現しました。 

午前中は、近隣の小学生に参加を呼びかけた「くらづくり応援隊」に 19 人の

子どもたちが参加し、保護者も一緒になって泥団子を丸めたり、壁にぶつけたり、

近所の人たちも見学に来たりと、大変賑やかに、みんなで一緒になってつくる 

建築の醍醐味を味わいました！そして午後は、マチナカプロジェクトが関心の 

ある若者を募り、職人や小山高専の学生と共同作業で、残った部分を本気で塗り 

進めました。丸めた泥団子をリレー方式でどんどん上に送り、泥団子をぶつけた 

あとは左官職人が壁面を平らに仕上げていきます。その見事なコテさばきに感動！ 

さすがにドロドロにはなりますが、みんなと達成感を共有 

できるのは気持ちのいいことですね！ 

「結（ゆい）」という言葉があります。田植えや茅葺屋根の 

葺き替えなどが思い浮かびますが、土壁を塗る作業もまた、 

職人と住民が協力しておこなっていた地域もあるようです。 

高齢化が進み、住民も減っているなかで、歴史ある町並みを 

守り伝えていくには、その維持管理を支えるサポーターを地域内外に増やしていく 

ことが求められています。今後の展開をお楽しみに！   （レポート 大波） 
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